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会社概要
会社名 エレコム株式会社

本社 〒541-8765 大阪府大阪市中央区伏見町4-1-1 明治安田生命大阪御堂筋ビル9F

設立 昭和61年（1986年）5月

資本金 125億7,778万円

代表者 代表取締役会長 葉田 順治

代表取締役社長執行役員 石見 浩一

従業員数 765名 その他、契約社員・パート社員265名（2024年3月31日現在）

売上高 828億48百万円（2024年3月期単体）

1,101億69百万円（2024年3月期連結）

事業内容 パソコン及びデジタル機器関連製品の開発・製造・販売

登壇者

エレコム株式会社 ヘルスケア事業部 執行役員

部長 医師 葉田 甲太（はだ・こおた）

1984年5月28日生まれ

日本医科大学 医学部 医学科卒業

エレコムヘルスケア株式会社 取締役、

医師(総合診療医)、認定NPO法人あおぞら 理事長、関西学院大学フェロー
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災害支援の現況

協定締結

1．神奈川県横須賀市
2024年10月10日（木）、エレコムとして初めて「防災協定」を神奈川県横須賀市と締結しました。

地震などの大規模災害が発生した際、横須賀市からの要請に基づき迅速な物的支援が可能になります。災害時

など、非常時にモバイルバッテリーや防犯カメラなどを活用いただき、横須賀市内に設置された避難所の充電

環境の整備や防犯対策の強化を図ります。

2．神奈川県三浦郡葉山町
2024年10月11日（金）、神奈川県三浦郡葉山町内に設置される避難所の充電環境を整備することを目的に「避

難所充電キット」を2セット寄贈しました。

2024年7月12日（金）、神奈川県三浦郡葉山町と「災害時における施設等の利用に関する協定」を締結しました。

本協定は、葉山町内において災害が発生もしくは、発生するおそれがある場合に備え、当社が所有するレク

トーレ葉山湘南国際村の宿泊棟や研修棟、駐車場などを避難所として使用いただく旨を定めたものです。

3．三重県熊野市
2024年11月15日（金）、三重県熊野市と「災害時における物資の提供等に関する協定」を締結しました。災害

発生時に役立つ「避難所充電キット」として、スマートフォンなどのデジタルデバイスの充電に必要なモバイ

ルバッテリーやOA電源タップなどの無償提供を想定しています。ポータブル電源やモバイルバッテリーなどを

避難所などに設置していただくことで、避難所における充電環境の整備の強化を図ります。



3

災害支援の現況

6．東京都立川市
2025年3月27日（木）、東京都立川市と「災害時及び平時における物資等供給に関する協定」を締結しました。

立川市の要請に沿って、スマートフォンなどのデジタルデバイスの充電に必要なモバイルバッテリーなどを、

災害発生時に優先的に供給いたします。また、平時においても防災に関わる物資や情報の提供を行います。

5．長野県松本市
2025年1月31日（金）、長野県松本市と「災害時における情報機器等の供給に関する協定」を締結しました。

松本市の要請に沿って、スマートフォンなどのデジタルデバイスの充電に必要なポータブル電源、モバイル

バッテリー、充電ケーブルなどを、災害発生時に優先的に供給いたします。

4．長野県伊那市
2024年12月17日（火）、長野県伊那市と「災害時における物資の提供に関する協定」を締結しました。災害発

生時に役立つ「避難所充電キット」として、スマートフォンなどのデジタルデバイスの充電に必要なモバイル

バッテリーやOA電源タップなどの無償提供を想定しています。ポータブル電源やモバイルバッテリーなどを避

難所などに設置していただくことで、避難所における充電環境の整備の強化を図ります。

7．能登半島地域
2024年1月、能登半島地震が発生した際に、モバイルバッテリー2,000台を寄付しました。

8．熊本県八代市、福岡県
2020年7月、熊本豪雨が発生した際、停電や避難所生活で困っている方に対し、モバイルバッテリーを支援しました。

寄付・支援
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社会貢献活動

横須賀市にある、児童養護施設の子どもたちを

当社の研修施設「レクトーレ葉山 湘南国際村」へご招待

2025年2月8日（土）～9日（日）、神奈川県横須賀市の児童養護施設で暮らす、

約20名の小学生から18歳までの子どもたちをご招待しました。

特別な一日を過ごしていただけるように、卓球や数種類のボードゲーム、シアタールームを

ご用意。また、夕食には海の幸やバーベキューなどのお食事を楽しんでいただきました。

レクトーレ葉山 湘南国際村外観 見晴らしのいいテラス
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社会貢献活動

「東紀州こどもの園」プロジェクト

三重県東紀州エリアでは初となる児童養護施設「東紀州こどもの園」を建設す

るプロジェクトです。

児童養護施設での生活を通して子どもたちが自信を取り戻すだけでなく、今後

の生活に向き合える場所が必要だと常日頃から感じていた当社取締役会長の葉

田は、本プロジェクトに個人として寄付をしています。

当社もまた、プロジェクトの趣旨に賛同したことから社会や地域への貢献活動

の一環として、一部を寄付しています。当施設は2024年3月に完成しました。

三重県熊野市「丸山千枚田」の保全活動を支援

三重県熊野市にある「丸山千枚田」は、大小1,340枚の田圃が山の斜面に重な

るように広がり、日本の棚田百選にも選ばれています。

この丸山千枚田の保存会が実施している“オーナー制度”を活用し、2015年より

保全活動へ協賛しています。

また、休耕田となっているエリアの“復田”や植樹による“景観向上”を通じて、

これまで以上の地域社会への貢献を図るべく、現在熊野市と協議を進めていま

す。
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「市民の健康と福祉の推進にかかる連携協定」
協定内容

① 健康危機対策基盤の整備（今回の連携内容）
災害時福祉避難所（障がい者や高齢者のための避難所）における非常時の電源確保の手段として、

ポータブル電源とソーラー充電器を49台ずつ寄贈。

② 健康増進のための基盤整備

③ 若い世代の健康サポート（今回の連携内容）
「プレコンセプションケア」の取り組み・課題解決への一助、健康増進に向けたセルフケアの促進のため

体組成計150台とWi-Fi通信体重計450台、血圧計150台を寄贈。

・若年女性の痩せ「シンデレラ体重」問題への取り組み、高校生の実態把握

・妊産婦の体重管理を軸にした子育て支援

・働き世代にむけた生活習慣病対策「健康チャレンジ」の実施

④ 民間企業、団体への健康づくり支援

⑤ セルフケア支援に関する事項

⑥ 児童養護施設等で暮らすこどもへの支援（今回の連携内容）



寄付製品詳細

健康危機対策基盤の整備

ポータブル電源 2500P

(DE-PS2500PBK)

予期せぬ停電時にも心強い、超大容量×ハイパワーを実現。

AC・DC・USB出力対応の2,560Wh ポータブル電源です。

安全性が高く長寿命のリン酸鉄リチウムイオンセル電池を採

用。災害用の予備電源として活用します。

ポータブルソーラーパネル 100

(MPA-SP100DNV)

太陽光に当てるだけで発電できるポータブルソーラーパネルです。

万が一のときも、電力が途絶えない安心感があり、停電時の防災用

品として活用します。表・裏の両面でより多くの太陽光を得て、効

率良く発電可能。ポータブル電源と組み合わせて使用することでデ

バイスの充電などができます。
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ECLEAR 体組成計

(HCS-FS03)

目標体重設定機能搭載で測定後に目標との

差を表示。顔文字表現により体重の増減が

ひと目で分かります。体重は100グラム単

位で測定が可能。体重・BMI・体脂肪率・

基礎代謝の5項目が測定可能です。

寄付製品詳細

若い世代の健康サポート

Wi-Fi通信機能搭載 ECLEAR体重計

(HCS-WS01）

乗るだけで測定データを専用アプリ「ECLEAR 

plus」に自動転送する、Wi-Fi通信機能搭載の

体重計です。体重・BMI・前回差の3項目を確

認することができます。

上腕式血圧計

(HCM-AS02WH)

専用スマートフォンアプリに測定したデー

タを記録可能。記録は3ステップ（①血圧測

定、②スマホアプリを開く、③アプリのカ

メラで血圧計を撮影）でOKです。

測定も記録もシンプルな操作の上腕式血圧

計です。
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エレコムの歴史
1986年の創業以来、これまでになかった快適さや便利さを皆さまにお届けし、成長を続けてきました。主にIT周辺関連製品の開発、製造、販売

を行い、近年では、ヘルスケア、ゲーミング、調理家電、理美容製品、ペット家電、ソリューション提案などの様々な分野に進出しています。
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for BtoC
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for BtoB
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数字で見るエレコム



≪本件に関するお問い合わせ先≫
エレコム株式会社 コミュニケーション課
担当：畑中・砂子田 （press@elecom.co.jp）


